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令和３～５年度 鹿児島県総合教育センター提携研究 

令和３年度研究報告  

鹿児島県立松陽高等学校 

 

 

Ⅰ 研究主題 

生徒に身に付けさせたい資質・能力を教科等横断的に育成する研究 
―目標・指導・評価の一体化を実現する取組を通して― 

 

 

Ⅱ 研究主題設定の理由 

 １ 令和２年度までの研究主題から 

   平成 27年度～令和２年度にかけての研究主題は｢思考力・判断力・表現力の効果的な育成を目指した授

業改善｣であった。６年間の研究を通して｢アクティブ・ラーニング｣や｢深い学び｣について研究を進め，

｢主体的・対話的で深い学び｣を実現するための授業改善を行ってきた。今回の研究では，これまでの研究

成果や課題を生かしながら，各教科等の学びを相互に比較したり関連付けたりする学び，つまり教科等横

断的な視点での学びを実践することで生徒に身に付けさせたい資質・能力を育成したい。 

 

 ２ 学習指導要領の趣旨から 

   令和４年度入学生から新学習指導要領が実施され，学習評価についても，今まで以上に改善・充実を図

ることが求められる。そのような中，目標（＝生徒に身に付けさせたい資質・能力）を明確にし，それを

実現するための指導や評価の在り方について一体的に研究を行うことの意義は大きいと考える。 

 

 ３ カリキュラム・マネジメント推進の立場から 

   「社会に開かれた教育課程」のスローガンの下，社会で求められる資質・能力を育成するためには，「主

体的・対話的で深い学び」の実現とともに「カリキュラム・マネジメント」の充実が重要であるとされて

いる。本校でも令和２年度から｢カリマネ策定委員会｣を設置し，教育活動の質や学習効果の向上を図る取

組を実施してきた。今後は，研究開発係と｢カリマネ策定委員会｣が中心となり研究を進め，教育課程に基

づいた授業を行う中で，ＰＤＣＡのサイクルを通して，目標・指導・評価の一体化を図りつつ，生徒たち

の実態に合わせた授業改善を行いたい。 

 

 

Ⅲ 研究の構想 

１ 研究期間 

   令和３年度～令和５年度（３年間） 

 

２ ３年間の研究計画 

年度 主な内容 

令和３ 

年度 

・ 生徒に身に付けさせたい資質・能力の明確化と共有，単元配列表等の作成 

・ 生徒に身に付けさせたい資質・能力を育むための課題設定の研究と開発 

・ 研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表 

令和４

年度 

・ 教科等横断的な視点の単元計画や評価問題の作成 

・ 生徒に身に付けさせたい資質・能力を育むための評価方法の研究と開発 

・ 研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表 

令和５ 

年度 

・ 生徒が身に付けた資質・能力の検証 

・ ２年間の研究及び検証結果を踏まえた更なる指導と評価の工夫・改善 

・ 研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表・研究成果の検証，まとめ 
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 ３ 研究の体制 

   校務分掌上では，教務部の研究開発係が県総

合教育センターと連携しながら研究を行う。係

は，各教科１名（国語・地歴公民・数学・理科・

外国語）の５名からなる。研究の体制は，資料１

のように，研究開発係が教務部，キャリア・ガイ

ダンス部，各教科，昨年度から新しく各種委員会

に設置されたカリマネ策定委員会と連携しなが

ら研究を進めている。 

 

 

 

 

Ⅳ 昨年度までの主な取組 

１ 観点別評価の導入 

平成 30 年度から内規を変更し，これまでの評価方法を「得点」に偏った評価ではなく，観点別学習状

況に基づく評価へと転換した。資料２のように，単元や題材ごとに観点別評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）を行い，こ

れを基に各学期末において５段階評価により評定を行っている。また，評価問題についても資料３のよう

に，観点別に出題するようにした。観点別評価にすることで，生徒の資質・能力をバランスよく評価でき

るようになった。また，教師の「思考力，判断力，表現力等」を育成する授業改善の意識も高まった。 

 

資料２ 観点別評価の段階及び表示の方法       資料３ 観点別の得点表示（理科の例）                                                                                                                                                             

Ａ：「十分満足できる」状況と判断できるもの 

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断できるもの 

Ｃ：「努力を要する」状況と判断できるもの 

  

 

 

 

２ カリマネ策定委員会の設置 

令和２年４月に「社会に開かれた教育課程」と学校教育目標達成のため，キャリア・ガイダンス主任や

教務部主任，各教科主任等 11 名から成る「カリマネ策定委員会」が設置された。まず，委員会にて各教

科で検討された本校生徒に身に付けさせたい資質・能力を集約し，原案を作成した。その後，学校教育目

標「創造性豊かで実践力のある社会に有為な人材の育成」や校訓「向学・高雅・貢献」と結びつけたり，

各教科で文言等の検討・整理を行ったりして，本校生徒に身に付けさせたい資質能力を「ＳＰ９（松陽プ

ライド９つの力）」（資料４）として決定した。 

 

資料４ ＳＰ９（松陽プライド９つの力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 

教頭 

研究開発係 教務部 
キャリア・ガ

イダンス部 

各教科 
カリマネ策定

委員会 

資料１ 研究の体制 

校訓 育てたい生徒像 資質･能力 定義

自奏力 自ら目標を決めて実行し，自分の個性を伸長する力

基礎力 基礎的な知識や技能を理解・習得するために継続して努力する力

分析力 必要な情報を収集し，適切に判断・処理できる力

見聞力 多様な価値観を尊重し，世の中の情報や意見を受け入れ，学ぶことができる力

創造力 課題を発見し，企画したり探究したりすることで，新たな価値を生み出すことができる力

自彩力 達成感の積み重ねから自信を持ち，自らの在り方や生き方をデザインする力

連携力 対話を通して他者と協力し，一つのことを成し遂げることができる力

発信力 自分の考えを言語化し，筋道を立てて分かりやすく他者に伝える力

寄与力 社会に関与する姿勢を持ち，学校や地域の取り組みに積極的に貢献することができる力

向学

高雅

貢献

自ら主体的
に学ぶ生徒

創造性豊か
な生徒

社会に貢献
できる生徒
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３ 教科横断的な視点の授業実践 

令和２年度から取り組んだ教科横断的な視点の授業実践では，無理にコンテンツをつなげるのではな

く，学校全体で身に付けさせたい資質・能力を育成するために教科の視点で授業に落とし込むことに焦点

を当てた。よって，カリマネ策定委員会にて検討した，「ＳＰ９」を身に付けさせるという教育目標を教

職員間で共有し，各教科で授業改善を行ってきた。教科によっては，他教科のシラバスを念頭に置き，内

容が近い単元の実施時期を把握したり，授業計画を共有したりする取組も実施した。 

 

４ ＳＳＴＰの活用 

本校の研究内容に即した形で授業計画を作成でき，相互授業参観用としても活用できる松陽版簡易指

導案＝ＳＳＴＰ（Shoyo Simple Teaching Plan）を開発した。従来の詳細な指導案は専門性を高めるこ

とはできるが，専門外の教職員には「指導方法」や「評価」を共有するのが難しいという問題点があっ

た。ＳＳＴＰは，１枚の用紙で具体的な「指導方法」や「評価」を見通せる指導案として作成すること

ができる。また，カリマネ策定委員会で検討した「９つの力」の中から中心的に活用させる資質・能力

を記入する欄を設け，教科横断的な視点の授業実践ができるように工夫した。 

 
 

    ＳＳＴＰ（相互授業参観用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「課題」 

・日常生活と関連した課題 

・生徒たちのやる気を起こさせる課題 

・背伸びをすれば手が届くような難易度の課題 

「思考を深める問い」 

・答えが１つではない問い 

・既習知識やスキルを総合的に活用し，解決

に向かう問い 

・思考を誘発し，知的に興奮する問い 

・更なる問いを生み，探究心を育む問い 

・様々な場面や文脈で活用できる問い 

・様々な情報を活用し，解決に向かう問い 

「生徒の理解した姿」 

大人になって細かいことは忘れたけど，こ

れはできるというレベルの理解 

「活用する資質・能力」 

 特に活用させる「ＳＰ９」を最大４点示し，

活用場面を記入する。 

「活用する資質・能力に対するルーブリック」 

 活用する資質・能力が，課題に取り組む中で

どのように変化するかを示す。 

「指導過程」 

 生徒に深い思考や理解を促すための手立

てを示す。職員間で共有することにより，授

業改善につながると考えられる。 
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５ 「思考力，判断力，表現力等」を高める評価問題における工夫 

観点別評価の導入に伴い，まず各教科で新傾向の大学入試問題の分析を行い，その傾向を踏まえた評価

問題作成に取り組んだ。その後，評価問題に必ず「思考・判断・表現」の観点に基づく問題を出題するこ

とで，生徒に思考・判断・表現することの重要性を伝えるようにした。以下に，各教科が取り組んだ評価

問題の中でも教科横断的な視点で作成したものを中心に示す。 

 

外国語科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年コミュニケーション英語Ⅰ 

 ｢家庭科｣との教科横断型の授

業を実施し，定期考査では｢日本

の弁当｣についての英文を読み，

手作り弁当のデメリットについ

て考えさせる問いを出題した。 

 

３年化学基礎（文系） 

 ｢家庭科｣との教科横

断型の問題。日常生活

と結び付けさせること

で，知識の定着を図っ

た。 
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数学科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

地歴・公民科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年数学Ⅰ 

 二次関数の内容を｢物

理基礎｣の鉛直投射の内

容とつないだ評価問題 

 

２年政治・経済 

 需要と供給のグラフ

を題材に数学と経済を

融合させた教科横断型

の問題 
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国語科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健・体育科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年現代文 

 評論教材｢環境問題と

孤立した個人｣の内容を

｢倫理｣の授業でも扱って

もらうことにより，重層

的な指導を行った。評価

問題では，｢物心二元論｣

について出題した。 

 

１年保健 

 「保健」で学習す

る感染症の内容を

「世界史」の内容と

融合させ，会話文形

式で出題した問題 
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Ⅴ 本校生徒の現状と課題 

１ 生徒の実態や進路に対する意識について 

本校は普通科（文科コース・体育コース・書道コース・英語コース・理科コース）・音楽科・美術科に

分かれており，それぞれの学科・コースに応じた部活動が盛んである。そのため，部活動の参加率は８割

を超える。北薩や姶良方面からの遠距離通学生も多く，生徒は概して自宅で過ごす時間が短いのが特徴で

ある。また，進路希望調査によると生徒の進路希望は四年制大学・短期大学・専門学校・公務員などであ

る。その中でも，四年制大学への進路希望者が毎年全体の６割程度を占めており，生徒の半数以上は大学

進学を目指している。 

 

２ 自己評価アンケートの分析（令和３年４月） 

本校生徒に身に付けさせたい「ＳＰ９」が生徒にどの程度身に付いているかを分析するため，資料５の

「自己評価アンケート」を実施した。アンケートの各項目の尺度は（１：自信がない ２：あまり自信が

ない ３：やや自信がある ４：自信がある）の４段階である。              

資料６は，その結果である。「見聞力」と「連携力」においては，やや自信がある，または自信がある

と回答した生徒の割合が８割を超えた。一方「創造力」と「発信力」においては，５割程度にとどまった。 

  カリマネ策定委員会では，自ら考え行動することに関与する力に自信のなさが表れており，このことは

教師側からも生徒に足りない力であると認識していた部分だとし，「見聞力」に自信をもっている生徒が

多い一方，「発信力」に自信をもてない生徒が多いことからも全体的に受動的な生徒が多い傾向にあると

分析した。また，「創造力」や「発信力」を高めるためには，まずは「自奏力」や「基礎力」を高める必

要があるのではないかと分析した。このことから，まず「自奏力」や「基礎力」を高める取組を通して「発

信力」等の能動的な力を高め，「寄与力」といった力を卒業までの３年間で育てていきたいという教員の

思いを確認するに至った。 

 

資料５ 自己評価アンケート（４月実施分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 自己評価アンケート（４月実施分）結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自奏力

②基礎力

③分析力

④見聞力

⑤創造力

⑥自彩力

⑦連携力

⑧発信力

⑨寄与力

1 自信がない 2 あまり自信がない 3 やや自信がある 4 自信がある

1 2 3 4

①自奏力 3% 32% 52% 13%

②基礎力 3% 32% 54% 12%

③分析力 1% 27% 57% 14%

④見聞力 1% 14% 55% 31%

⑤創造力 3% 43% 44% 10%

⑥自彩力 4% 37% 45% 14%

⑦連携力 2% 16% 50% 32%

⑧発信力 6% 41% 43% 10%

⑨寄与力 4% 30% 48% 18%
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３ 本校生徒の課題 

  令和２年度までの研究で，教科指導上の課題となったのは，「基礎学力が身に付いていない生徒にどの

ように思考力，判断力，表現力等を身に付けさせるか」，「学習意欲の低さをどのように高めるか」，「知

識を関連付けて思考することへの苦手感をどのように克服するか」であった。このことと，今回の自己評

価アンケートの結果から，以下のように本校生徒の課題をまとめることができる。 

 

・ 自ら考え行動することに苦手意識を感じており，積極性及び自ら学ぼうとする力が不足している。 

・ 素直な生徒は多いが，自分に自信がなく受動的な生徒が多い傾向にある。 

・ 主体性や基礎知識が身に付いていないことから，思考力，判断力，表現力等の力も不足している。 

 

 

Ⅵ 研究の内容 

 １ カリマネ策定委員会の取組 

  (1) 目標（ＳＰ９）の共有（令和３年４月） 

令和３年度からは，新しく松陽高校グランドデザイン（資料７）やポスター（資料８）が完成し，職

員と生徒に「ＳＰ９」の共有を図り，授業だけではなく学校行事等でも「ＳＰ９」を身に付けることの

大切さを伝えるようにした。 

 

資料７ 松陽高校グランドデザイン        資料８ ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (2) 学びのグランドデザインの作成（令和３年４月） 

「ＳＰ９」の育成，ひいては学校教育目標の実現に向けてどのような教育活動を展開すればよいのか

を検討するため，教務係とカリマネ策定委員会が中心となり，学校教育活動全体を視野に入れた「学び

のグランドデザイン」（資料９）を作成した。ここでは，学校教育目標を踏まえた教科等横断的な視点

で，目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列することを意識した。「学びのグランドデザイン」

を作成し，生徒へ配布することで，「ＳＰ９」は学校教育活動全体で育成するものだという共通理解を

図ることができた。 
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   (3) コンピテンシー重視のシラバスの作成（令和３年４月） 

 学習指導要領で示されている資質・能力の３つの柱と「ＳＰ９」やルーブリックを関連付けたコンピ

テンシー重視のシラバス（資料 10）を教育課程係と連携し，作成した。本校の以前のシラバスはいつ，

どのような学習を行い，どのように評価するのかを示したコンテンツ重視の学習計画表であった。今回

はその様式を大きく変更し，生徒自身が身に付けている資質・能力はどのレベルなのか，どの資質・能

力を重点的に伸ばせばよいのかをメタ認知できるシラバスを目指した。シラバスは各科目ともＡ４版１

枚とし，資質・能力の３つの柱のそれぞれについて評価基準を示し，関連する「ＳＰ９」と評価方法を

明記した。このシラバスは年度初めの授業で生徒に配布し，「どのような力を身に付けるのか」，「ど

のように評価されるのか」，「いつ，何を学ぶのか」，「何で学ぶのか」，「どのように学ぶのか」を

教師と生徒で共通理解するために活用した。 

 

資料９ 学びのグランドデザイン          資料 10 シラバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (4) 単元配列表の作成（令和３年６月） 

 各教科等の年間指導計画をＢ４版１枚にまとめた単元配列表（資料 11）を作成した。作成において

は，他の教科がいつ，どのような学習をしているのか，単元を通して資質・能力をどのように育成しよ

うとしているのかを確認できることを目指した。単元配列表を作成することで，１年間の生徒の学びを

俯瞰することができ，生徒の学びを点ではなく線や面で捉えることになり，資質・能力が互いにつなが

り連動していく姿をイメージしやすくなった。また，総合的な探究の時間の「課題研究」を配列表の中

心に位置付けた。各教科等で身に付けた資質・能力を「課題研究」で活用・発揮することで，生徒の学

びに深まりと広がりをもたせる効果を期待している。 

 

 

 



11 

 

資料 11 単元配列表（１学年・普通科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


